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１．はじめに 

「増田レポート」1)による消滅可能性都市についてのセンセーショナルな公表に始まり、

その後のまち・ひと・しごと創生長期ビジョンや総合戦略の取り纏め等地方創生の動きや

議論 2)が活発化している。北海道の人口は全国に比べて 10 年早い平成 9 年をピークに減少

を続けており 3）、消滅可能性都市と名指しされた市区町村の比率は全国の 49.8％に対して

北海道は 61.7％と高く 1)、特に農村地域の維持が課題であり対策が急務となっている。 

一方、北海道の農村地域では広大で優良な農地や気象条件を背景として農産物等食資源

と自然エネルギーの生産ポテンシャルが非常に高い。これらの地域資源を活かした地方創

生の動向について報告するとともに、今後の更なる推進に向けて 2 つの提案を行う。 

２．食資源と自然エネルギーのポテンシャルと特性 

ⅰ. 食資源のポテンシャルと特性 

 北海道の農業は広くて優良な農地を背景に表 1

に示すように金額ベースで全国の 1/8 を生産して

いる。生乳、小麦、大豆等多くの品目においては、

全国一のシェアを有しており、国産供給熱量の約

2 割を供給している。 

一方、食品加工のシェアでは 6.1％､付加価値額

では 5.1％と低い値となっている。通年生産の生

乳や重量物であるテンサイやバレイショから乳製品や砂糖、デンプン等を地場で製品化し

ている。しかし、多くの農産物では一次加工や低次加工の段階迄で最終商品まで生産地で

加工している例は少なく、いまだ北海道は原材料供給地域と位置づけられている。生産地

に食品加工製造業が育たない理由として、原材料が年間を通じてコンスタントに集まらな

いこと、暖房等のエネルギーコストや消費地までの輸送コスト等を含めた生産コストが比

較優位とならないことがあげられる。 

ⅱ. 自然エネルギーのポテンシャルと特性 

 北海道では広大な土地条件や気象条件を背景に

表 2 の各種機関が算出した賦存量シェア－が示す

ように自然エネルギーのポテンシャルが高い。平

成 24 年 7 月から導入された FIT により、北海道太

平洋沿岸地帯で本州大手資本によるメガソーラー

が計画・建設中のほか、木質・家畜ふん尿バイオ

マス発電では地元資本による動きも活発化している。北海道のエネルギーを取り巻く特性

として電力系統容量が小さいこと､暖房等の熱需要や農業需要が大きいことがあげられる。     
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３．自然エネルギーを核とした地方創生の取り組み 

北海道に豊富に賦存する自然エネルギー

については FIT による太陽光発電を主体に

導入が進んでいるが、表 3 に示すバイオマ

スや雪氷冷熱の取組も行われており、地域

創生に繋がる活動が増えてきている 4）。木

質や家畜ふん尿バイオマスエネルギーでは

単に売電するだけでなくコージェネレーシ

ョンによる熱や消化液の利用を通じて集住

化や地域産業の振興につながってきている。雪山やアイスシェルター等の雪氷冷熱が米等

の農産物の貯蔵や住宅の冷房に利用されてきたが、最近ではこれらの冷熱と温泉熱を含め

た地熱と組み合わせてマンゴ－やイチゴの栽培に利用している事例もある。 

４．今後への提案 

 地域資源を活かした地方創生に向けたこれらの活動を更に体系的かつより効果的に進め

るために次の 2 点について提案する。 

ⅰ. 新たなフードバリュ－チェーンの構築 

北海道に優位に存在する農産物等の食資源

は原材料あるいは低次加工品として生産地か

ら消費地に送られ消費地で最終商品となって

消費されている。北海道に豊富にある雪氷冷

熱を更に有効に活用することにより農水産物

を産地で保管し通年で地域の食品加工場に供

給し、バイオマスや水力等のエネルギーを食品加工に活用する等、地域の食資源とエネル

ギーを有機的に結合し地域内で循環利用しながら、食料に付加価値を付けて域外に売るフ

ードバリューチェーンを構築し、地域総生産の拡大や雇用を増やすことを提案する(図 1)。 

ⅱ. 地域エネルギーセンターとしての TMR 

 酪農地帯には営農サポート組織としての TMR

センターが増加しているが、ここにバイオガス

プラントを設置し、家畜ふん尿と未利用・廃棄

物バイオマスを集積､混合メタン発酵し、生成さ

れた電気や熱、消化液を地域で利用する地域エ

ネルギーセンター化することを提案する(図)5）。 

５．おわりに 

 北海道の優れた農水産物を地域のエネルギー

で加工し、雪氷冷熱を使って貯蔵し､付加価値を付けて適切な時期に市場に提供するフード

バリューチェーン等を通じて北海道の農村地域の維持発展を図っていきたい。 
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